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ホ
テ
ル
誘
致
策
を
検
討

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
不
足
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
策
を
図
る

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

６
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

２
件
、
陳
情
１
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て
可
決

す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
趣
旨
了

承
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
ホ
テ
ル
誘
致
の
取

組
②
行
政
指
導
道
路
等
の
廃
止

　
　

以
上
２
件
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
た
。

〇
ホ
テ
ル
誘
致
の
取
組
に
つ
い

て
　

 

〈
市
の
説
明
〉

　

本
市
の
企
業
立
地
等
誘
致
策

に
つ
い
て
は
、
市
内
産
業
の
空

洞
化
と
も
言
え
る
大
規
模
製
造

工
場
の
閉
鎖
や
、
市
外
移
転
、

湘
南
Ｃ
―
Ｘ
（
シ
ー
ク
ロ
ス
）

へ
の
企
業
誘
致
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
16
年
10
月
に

「
藤
沢
市
企
業
立
地
等
の
促
進

の
た
め
の
支
援
措
置
に
関
す
る

条
例
」
を
施
行
し
、
税
制
上
の

子
ど
も
の
生
活
支
援
事
業
を
新
設

安
心
し
て
夜
を
過
ご
せ
る
場
を
提
供

行
わ
れ
、
続
い
て
現
地
指
揮
本

部
設
置
訓
練
が
行
わ
れ
た
後
に
、

災
害
情
報
を
掲
示
す
る
等
の
情

報
整
理
訓
練
や
そ
の
他
の
訓
練

が
順
次
行
わ
れ
た
。

　

低
地
浸
水
防
護
訓
練
で
は
、

ま
ず
、
消
防
団
員
ら
に
よ
る
指

導
の
も
と
、
市
職
員
が
土
の
う

を
作
成
す
る
訓
練
が
行
わ
れ
、

視
察
し
た
当
委
員
会
委
員
ら
も

こ
の
作
成
に
参
加
し
た
。
続
い

て
、
土
の
う
作
成
場
所
か
ら
搬

送
す
る
訓
練
が
行
わ
れ
た
後

に
、
建
物
へ
の
浸
水
や
マ
ン
ホ

ー
ル
か
ら
の
水
の
噴
出
を
抑
え

る
た
め
の
土
の
う
積
み
訓
練
が

　

災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
は
、

５
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢

市
消
防
防
災
訓
練
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
平
成
28
年

度
藤
沢
市
水
防
訓
練
を
視
察
し

た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
集
中
豪
雨
及

び
台
風
な
ど
に
備
え
、
発
災
時

に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

た
め
の
訓
練
を
行
い
、
水
防
技

術
の
向
上
と
水
防
態
勢
の
整
備

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
訓
練

は
、
平
成
26
年
の
台
風
18
号
接

近
時
の
状
況
を
事
例
と
し
て
、

「
梅
雨
前
線
が
日
本
の
太
平
洋

沿
岸
付
近
に
停
滞
し
、
東
に
移

動
し
て
き
た
台
風
が
こ
の
梅
雨

前
線
を
刺
激
し
て
、
前
夜
か
ら

降
り
出
し
た
雨
が
一
段
と
強
く

な
り
、
低
地
で
の
浸
水
が
進
ん

で
き
た
」
こ
と
を
想
定
し
て
行

わ
れ
た
。

　

訓
練
に
は
藤
沢
市
、
藤
沢
市

消
防
団
、
大
和
市
危
機
管
理
課
、

神
奈
川
県
藤
沢
土
木
事
務
所
及

び
藤
沢
市
建
設
業
協
会
の
合
計

３
１
７
人
が
参
加
し
、
①
動
員

訓
練
②
指
揮
本
部
設
置
訓
練
③

情
報
整
理
訓
練
④
低
地
浸
水
防

護
訓
練
（
土
の
う
作
成
・
搬
送
・

積
み
訓
練
）
⑤
広
報
・
避
難
誘

導
訓
練
⑥
内
水
排
除
訓
練
⑦
河

川
氾
濫
防
止
訓
練
（
１
㌧
級
袋

詰
栗
石
工
法
訓
練
）
が
行
わ
れ

た
。

　

ま
ず
、
訓
練
参
加
者
が
待
機

場
所
に
集
合
す
る
動
員
訓
練
が

行
わ
れ
た
。

　

広
報
・
避
難
誘
導
訓
練
で
は
、

ま
ず
、
消
防
団
消
防
車
の
車
両

ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
避
難

準
備
情
報
を
住
民
に
伝
達
す
る

訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。
続
い
て
、

県
藤
沢
土
木
事
務
所
、
大
和
市

及
び
藤
沢
市
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

が
住
民
広
報
を
行
い
な
が
ら
模

擬
河
川
ま
で
移
動
し
た
後
、
県

藤
沢
土
木
事
務
所
が
河
川
の
状

況
を
確
認
し
、
そ
の
状
況
を
本

市
と
対
岸
の
大
和
市
で
無
線
に

よ
り
交
信
し
、
災
害
対
策
本
部

へ
報
告
す
る
訓
練
が
行
わ
れ
、

最
後
に
、
消
防
団
員
に
よ
る
避

難
勧
告
情
報
の
住
民
伝
達
訓
練

が
実
施
さ
れ
た
。

　

内
水
排
除
訓
練
で
は
、
市
職

員
の
排
水
ポ
ン
プ
班
が
参
加
し
、

排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
及
び
仮
設

水
槽
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
る
訓

練
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
建
設
業
協
会
防
災
隊

が
、
決
壊
の
危
険
が
あ
る
と
想

定
さ
れ
る
模
擬
河
川
の
堰え

ん
て
い堤

に
、

ク
レ
ー
ン
車
を
用
い
て
栗
石
袋
を

設
置
し
た
後
に
、
消
防
団
員
が

栗
石
袋
の
間
隙
に
土
の
う
を
積

み
込
む
河
川
氾
濫
防
止
訓
練
が

行
わ
れ
、
全
て
の
訓
練
を
終
了

し
た
。

準
産
業
分
類
に
お
け
る
旅
館
、

ホ
テ
ル
の
う
ち
「
ホ
テ
ル
」
に

限
定
す
る
。

　

認
定
に
お
け
る
施
設
の
規
模

等
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
国
外
か
ら

来
ら
れ
る
方
々
に
も
十
分
対
応

で
き
る
施
設
を
誘
致
す
る
た
め
、

①
客
室
数
と
客
室
平
均
面
積
等

に
つ
い
て
、「
客
室
数
80
室
以

上
（
２
０
０
人
以
上
を
収
容
可

能
な
多
目
的
ホ
ー
ル
を
併
設
す

る
場
合
に
は
、
55
室
以
上
）
か

つ
平
均
客
室
面
積
が
13
平
方
㍍

以
上
で
あ
る
こ
と
」
ま
た
は

「
客
室
数
40
室
以
上
か
つ
平
均

客
室
面
積
18
平
方
㍍
以
上
で
あ

り
、
そ
の
上
で
２
０
０
人
以
上

を
収
容
可
能
な
多
目
的
ホ
ー
ル

を
併
設
し
て
い
る
こ
と
」
の
い

ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
、
②
国

際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
規
定

す
る
ホ
テ
ル
の
施
設
基
準
を
満

た
す
こ
と
、
③
日
本
政
府
観
光

局
認
定
外
国
人
観
光
案
内
所
の

設
置
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
―

以
上
３
点
を
設
け
て
い
る
。

　

開
業
期
限
と
し
て
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
の
開
業
を

目
指
す
こ
と
か
ら
、
32
年
３
月

末
ま
で
と
す
る
。
ま
た
、
事
業

継
続
義
務
期
間
に
つ
い
て
は
、

な
る
宿
泊
希
望
者
が
増
加
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
、
神
奈
川
県

や
近
隣
市
に
お
い
て
も
、
国
内

外
か
ら
の
観
光
客
等
を
引
き
込

む
た
め
、
企
業
誘
致
策
の
対
象

に
ホ
テ
ル
を
設
け
る
施
策
を
開

始
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

本
市
と
し
て
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
の
開
催
を
契
機
と
し
て
、

他
の
自
治
体
と
の
競
争
に
お
い

て
、
優
位
に
立
て
る
よ
う
な
ホ

テ
ル
誘
致
策
が
必
要
と
考
え
、

企
業
誘
致
の
対
象
に
ホ
テ
ル
を

加
え
て
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
設
け
る
施
策
の
構
築
を
検

討
し
て
い
る
。

　

指
定
地
域
及
び
指
定
事
業
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
条
例
で
は
、

工
業
系
地
域
に
限
定
し
、
指
定

事
業
は
製
造
業
を
主
と
し
て
い

る
が
、
ホ
テ
ル
に
関
し
て
は
、

用
途
地
域
の
限
定
は
せ
ず
、
法

令
上
ホ
テ
ル
の
設
置
が
可
能
な

用
途
地
域
と
し
、
支
援
対
象
と

す
る
事
業
と
し
て
は
、
日
本
標

支
援
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
後
、「
新
産
業
の
森
北

部
地
区
」
を
指
定
地
域
に
加
え
、

さ
ら
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
立

地
を
視
野
に
入
れ
た
改
正
を
行

う
な
ど
、
市
内
へ
の
企
業
誘
致

や
既
存
企
業
の
再
投
資
の
誘
発

を
図
っ
て
き
た
。

　

ホ
テ
ル
誘
致
に
係
る
現
状
と

し
て
は
、
本
市
に
は
、
観
光
や

ビ
ジ
ネ
ス
等
で
訪
れ
る
方
が
増

加
し
て
お
り
、
27
年
の
調
査
で

は
、
回
答
の
あ
っ
た
宿
泊
施
設

の
稼
働
率
は
78
％
と
高
く
、
宿

泊
施
設
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
機
能
も
不
足
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
江
の
島
が
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
会

場
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら

支
援
措
置
を
受
け
た
場
合
に
は
、

開
業
の
日
か
ら
10
年
を
経
過
す

る
日
ま
で
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
を
要
件
と
す
る
。

　

支
援
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税

の
５
年
間
課
税
免
除
を
基
本
と

し
、
２
０
０
人
以
上
の
収
容
可

能
な
多
目
的
ホ
ー
ル
を
併
設
す

る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
課
税
免

除
期
間
を
２
年
間
延
長
し
、
７

年
間
と
す
る
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
28

年
６
月
議
会
で
の
審
査
を
踏
ま

え
、
９
月
議
会
に
お
い
て
、
条

例
の
一
部
改
正
を
提
出
し
、
10

月
１
日
の
施
行
を
予
定
し
て
い

る
。

　

補
正
予
算
常
任
委
員
会
は
、

６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

３
件
を
審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

議
案
は
全
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

〇
平
成
28
年
度
藤
沢
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

 

〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と

し
て
、
食
事
の
提
供
を
含
め
た

夜
間
の
生
活
支
援
を
行
い
、
子

ど
も
が
安
心
し
て
夜
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
場
を
提
供
す
る
、

子
ど
も
の
生
活
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
家
庭
を
対
象
に
実
施
し
て
い

く
の
か
聞
き
た
い
。
ま
た
、
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

答
弁　

事
業
の
対
象
は
、
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
ほ
か
、
生
活
保
護

の
家
庭
、
病
気
な
ど
に
よ
り
生

活
困
窮
と
な
っ
た
家
庭
の
子
ど

も
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
が
、

夜
間
に
ひ
と
り
で
過
ご
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
子
ど
も

も
、
こ
の
事
業
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
ま
ず

南
北
の
２
カ
所
で
取
り
組
ん
で

い
く
が
、
利
用
状
況
や
地
域
の

実
情
な
ど
を
考
慮
し
、
こ
の
事

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
の
事
業
と
の
す
み

分
け
や
統
合
な
ど
の
見
直
し
も

含
め
て
、
今
後
検
討
を
し
て
い

く
。

質
問
　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

安
全
対
策
工
事
に
対
す
る
補
助

制
度
の
実
施
に
つ
い
て
、
津
波

避
難
経
路
を
優
先
的
に
補
助
し

て
い
く
と
い
う
考
え
が
あ
る
か

聞
き
た
い
。

答
弁　

沿
岸
部
に
お
い
て
は
、

地
震
発
生
後
、
津
波
の
危
険
性

が
あ
り
、
そ
の
避
難
ル
ー
ト
を

確
保
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
回
の
補

助
制
度
の
趣
旨
は
、
ま
ず
は
地

震
発
生
時
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
倒
壊
か
ら
人
命
を
守
り
、

そ
の
後
、
津
波
避
難
に
支
障
を

来
た
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

人
命
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
市
内
全
域
に
お
い
て
対
応

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

年
度
に
つ
い
て
は
優
先
的
に
補

助
を
し
て
い
く
地
域
を
設
け
ず

に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問
　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
へ

の
対
応
は
、
中
長
期
的
な
取
り

組
み
と
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
ど
の
程
度
の
期
間
を
想
定

し
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁　

補
助
制
度
の
対
象
と
な

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、
市
内
全

域
に
か
な
り
多
く
存
在
す
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
市
民
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
状
況
分
析
、

必
要
な
制
度
改
正
の
検
討
を
行

い
、
市
民
が
そ
の
効
果
の
実
感

を
ど
の
程
度
得
ら
れ
た
の
か
な

ど
を
確
認
し
て
い
く
。

　

そ
の
た
め
、
少
な
く
て
も
10

年
以
上
の
中
長
期
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

質
問
　
六
会
地
区
に
お
け
る
デ

マ
ン
ド
交
通
導
入
に
向
け
た
検

討
の
実
施
に
つ
い
て
、
デ
マ
ン

ド
方
式
と
は
ど
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
か
聞
き
た
い
。

答
弁　

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
事

前
に
利
用
者
が
、
時
間
と
場
所

を
指
定
し
て
予
約
す
る
こ
と
に

よ
り
タ
ク
シ
ー
を
呼
び
、
そ
こ

で
乗
り
合
う
人
が
い
た
ら
同
乗

し
移
動
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
六
会
地
区
で
は
そ
の
方
式

の
実
証
運
行
を
行
う
。

質
問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
を
予
約

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
指
定
す
る

時
間
と
場
所
の
設
定
は
バ
ス
停

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
の

か
聞
き
た
い
。

答
弁　

予
約
に
つ
い
て
は
、
運

行
計
画
の
中
で
具
体
的
に
定
め

て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、
基
本

的
に
は
予
約
し
て
か
ら
配
車
す

る
ま
で
に
、
準
備
の
余
裕
を
持

っ
た
時
間
を
設
定
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

　

停
留
所
に
つ
い
て
は
、
バ
ス

停
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

壁
や
フ
ェ
ン
ス
に
目
印
と
な
る

標
識
の
よ
う
な
も
の
を
当
該
地

に
設
定
し
、
そ
こ
を
目
指
し
て

タ
ク
シ
ー
を
配
車
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

水
防
訓
練
を
視
察

　

 

水
防
態
勢
の
整
備
を
図
る

　
　
　
　
　
―
災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
―

〇
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定

等
に
関
す
る
意
見
書

　

政
府
は
、
一
億
総
活
躍
国

民
会
議
に
お
い
て
、
一
億
総

活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た

緊
急
に
実
施
す
べ
き
対
策
を

ま
と
め
て
お
り
、
年
率
３
％

程
度
を
目
途
と
し
た
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
を
示
し
て
い

る
。

　

現
在
の
神
奈
川
県
最
低
賃

金
の
水
準
で
あ
る
９
０
５
円

を
年
収
に
換
算
す
る
と
約
１

８
９
万
円
と
な
り
、
生
計
を

維
持
す
る
に
は
難
し
い
水
準

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
経

済
の
好
循
環
を
確
立
す
る
た

め
に
は
、
個
人
消
費
の
拡
大

に
向
け
、
賃
金
の
引
き
上
げ

を
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
最
低
賃
金
に
も
波
及
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
実
現
に
当
た
り
、
中
小

企
業
、
小
規
模
事
業
者
へ
の

支
援
策
の
実
効
性
を
高
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
等
関
係
機

関
に
対
し
、
神
奈
川
県
最
低

賃
金
の
諮
問
・
改
定
の
早
期

実
施
及
び
、
中
小
企
業
、
小

規
模
事
業
者
へ
の
支
援
策
の

取
り
組
み
成
果
の
見
え
る
化

を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト

増
や
消
費
税
の
価
格
転
嫁
を

阻
害
す
る
行
為
へ
の
適
切
な

指
導
、
監
視
体
制
の
強
化
を

図
る
こ
と
等
を
要
望
す
る
。

（
以
上
、
要
旨
を
掲
載
）

オリンピック競技の開催に向けホテル誘致に取り組む

市職員による土のう作成訓練の様子

補正予算

建設経済

１
件
を
政
府
等
へ
提
出


